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金
津
古
蹟
志
港
九

城
東
小
立
野
盛
上

。
百
問
調
往
来

蓮
池
据
縁
通
り
の
往
来
也
。
此
の
地
.
今
は
小
立
野
の
麓
と
い
ふ
ぺ

け
れ
ど
.
往
古
は
城
地
の
続
き
に
て
、
小
立
野
山
崎
山
の
山
内
危
り
。

関
屋
政
春
古
兵
談
広
、
尾
山
披
は
共
初
め
小
立
野
の
尾
崎
を
掘
断

ち
.
A
A
K
築
く
。
共
掘
切
は
奥
村
伊
諜
屋
敷
と
械
と
の
聞
の
蓮
池
た

り
。
共
頃
蓮
池
は
‘
洞
据
也
と
云
ふ
。
と
あ
り
。
又
佐
久
間
玄
蕃
尾

山
居
披
の
頃
‘
才
川
の
臭
日
尾
・
見
定
の
邑
民
を
し
て
、
蓮
池
摘
を
掘

ら
し
め
た
る
よ
し
も
見
b
た
り
。
さ
れ
ば
天
王
年
中
佐
久
間
氏
在
携

の
頃
よ
り
の
往
来
遣
な
る
べ
し
。
但
し
諮
問
務
中
は
、
北
方
紺
屋
坂
口

K
.
紺
屋
坂
門
と
て
番
所
あ
り
。
叉
東
方
尻
谷
口
陀
、
相
門
と
て
是

に
も
番
所
あ
り
。
又
南
方
庚
皮
下
K
.
坂
下
門
と
て
是
に
も
番
所
あ

り
て
‘
.
各
t

粧
卒
の
番
人
聾
夜
普
街
し
て
‘
登
城
人
の
外
、
男
女
雑
人

の
遜
行
を
改
め
‘
文
政
三
年
八
月
以
前
は
、
男
女
雑
人
の
通
行
禁
制

金
揮
官
蹴
志
巻
丸

さ
れ
た
り
。
按
宇
る
に
、
有
海
武
貞
の
金
滞
細
見
回
譜
花
、
承
臨
・
明

暦
の
頃
ま
で
は
.
三
，
丸
河
北
・
石
川
雨
門
を
無
v
滞
、
資
賎
老
少
男
女

共
往
来
せ
し
鹿
‘
白
鳥
掘
へ
往
来
の
女
身
を
投
げ
h

る
よ
り
‘
普
通

の
往
来
停
止
と
成
り
た
り
と
あ
り
。
然
れ
ば
此
の
時
よ
り
百
聞
堀
往

来
、
雑
人
の
往
来
停
止
せ
ら
れ
た
る
た
り
と
聞
ゆ
。
然
る
に
萄
務
十

二
世
機
中
将
持
庚
君
、
養
老
所
に
定
め
ら
れ
て
‘
今
云
ふ
公
闘
粂
六

圏
内
に
竹
樺
殿
遊
替
に
付
き
‘
庚
坂
よ
り
蓮
池
亭
上
過
り
修
理
谷
へ

の
往
来
を
、
粂
六
園
内
へ
取
り
込
み
相
成
る
に
依
っ
て
、
文
政
三
年

八
月
十
八
日
よ
り
初
め
て
百
聞
掘
の
往
来
、
男
女
雑
人
の
通
行
を
許

さ
れ
た
り
。
共
の
時
の
遺
書
左
の
如
し
。

蓮
池
上
之
御
用
地
御
建
物
就
噌
被
a
仰
付
-
健
h

同
所
御
庭
へ
御
取
込
之

筈
に
侯
.
右
民
付
唯
A
1
迄
皐
校
前
週
往
来
之
者
共
、
可
錫
難
儀
候
“
依
v

之
賞
十
八
日
よ
り
坂
下
御
門
・
紺
屋
坂
御
門
・
新
坂
柿
御
門
往
来
.
御

家
中
を
初
一
統
可
ν
被
-
-
仰
付
-
皆
.
被
a
仰
出
-
健
一
事
.

但
朔
墜
佳
節
不
時
登
城
之
刻
.
出
仕
相
演
候
迄
.
往
来
指
留
候
筈
之

事。
一
、
御
家
中
-
統
往
来
‘
廃
七
b
T
時
よ
り
夜
四
時
迄
.
共
外
男
女
往
来

朝
六
時
よ
り
暮
六
時
迄
之
事

J




